








北半球冬季における大気の最も卓越した変動として北極振動(Arctic Oscillation: AO)がある．AOは北緯 60度を挟






いこの現象は北極温暖化増幅(Arctic Amplification: AA) と呼ばれている(Serreze and Francis 2006)．Nagato and 
Tanaka (2012)では北緯 20 度以北の冬季(DJF)の地上気温について EOF 解析を行うと，EOF-1 には AO パターン，
EOF-2 には北極域を中心とする温暖化パターンである AA パターンが抽出され，AO パターンは自然変動成分，
AA パターンは人為起源変動成分と示唆されたが，これを明らかにするには至らなかった．一方，Alexeev and 
Jackson (2012) では，2-Box Energy Balance Model (Langen and Alexeev 2007)を使用して AAに対する大気の熱輸送と
高緯度における地表面アルベドの影響評価を行い，現在の気候下において AAには地表面のアルベドフィードバッ
クが大きく影響していることを示した．この地球温暖化のバランス方程式を用いたモデルにより北半球地上気温












との相関を調べた．ここで使用したデータは NOAA の Mauna Loa 月平均 CO2，JRA-55 再解析データの月平均 2m
地上気温，2 次元物理量平均値の大気上端上向き短波放射フラックス及び大気上端下向き短波放射フラックスで，





この成分を地上気温変動から引いた自然変動成分について EOF 解析を行うと，EOF-1 には AO パターン(図 2, 左)，
EOF-2 にはバレンツ海の温暖化，大陸の寒冷化パターンであるバレンツ海モード(図 2, 右)が現れ，AAパターンは
現れなかった．これより AAパターンは CO2トレンドに伴う人為起源変動成分であること，AO パターンとバレン
ツ海モードは自然変動成分として重要なパターンであることが確かめられた．また，AO パターンの地上気温変動
を領域平均するとほぼ 0 となり北半球の地上気温変動への影響は小さいということが考えられる．バレンツ海モ
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図 3 北半球平均プラネタリーアルベド変動の時系列 
図 1 北半球平均地上気温の長周期変動 図 2 地上気温の自然変動成分の EOF-1(左)と EOF-2(右) 
